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第十二
电

 

<
1

七四

1

ご雜雄價值時差餘

保
證
を
有
す
る
者
に
在
り
て
は
價
値
時
差
は
勿
論
低
き 

も
の
な
る
も
、
博
愛
心
に
富
め
る
者
は
然
ら
ざ
る
者
に 

比
し
相
對
的
に
云
へ
ば
價
値
時
差
低
か
る
可
し
。
諸
學 

校
に
多
額
の
金
子
を
寄
附
し
て
學
問
の
進
歩
並
に
敎
育 

の
普
及
を
促
が
し
、
又
病
院
若
し
く
は
救
貧
設
備
の
經 

費
を
負
擔
し
て
細
民
の
困
苦
を
輕
減
せ
んV

J

欲
す
る
者 

は
財
産
の
運
用
又
は
第
業
の
綷
營
等
に
依
り
て
更
に
一 

層
多
額
の
收
入
を
擧
げ
、
得
た
る
所
を
公
共
的
目
的
に 

利
用
す
る
を
以
て
無
上
の
快
樂V

J
せ
る
が
如
し
。

米
國
の
力
ー
ネ
ギ
ー
、

口
ッ
ク
フ
ェ
ラ
等
の
諸
氏
♦か
勤 

儉
己
を
を
持
し
其
蓄
へ
た
る
巨
萬
の
富
の
一
大
部
分
を 

割
き
て
學
校
に
寄
附
し
、
或
は
科
學
硏
究
所
を
設
立
せ 

る
は
此
廣
義
の
博
愛
心
の
發
動
に
基
る
に
外
な
ら
ず
。

以
上
內
的
原
因
及
び
外
的
原
因
の
諸
方
面
ょ
り
個
人 

間
に
於
て
何
故
に
價
値
胩
差
の
等
差
を
生
t '
る
も
の
な 

る
か
を
論
述
せ
し
が
、
各
項
に
於
て
說
明
せ
る
所
は
總 

て
他
の
事
情
が
全
然
同
一
な
る
こ
と
を
前
提
ビ
せ
る
を

第
十
ニ
«

1

o
八

記
憶
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
從
つ
て
、
若
し
他
の
事
情
に
相
違 

あ
ら
ば
上
記
の
推
斷
の
適
中
せ
ざ
る
こ
と
あ
る
は
勿
論 

な

す

。
例
へ
ば
、
或
る
獨
身
の
富
豪
は
係
累
渚
を
有 

せ
ざ
る
點
ょ
6
云
へ
ば
價
値
時
差
高
か
る
可
き
も
、
收 

入
の
多
額
な
る
一
事
ょ
-
之
を
觀
れ
は
時
差
は
却
つ
て 

低
か
る
可
し
。
而
か
も
惯
値
時
差
の
等
差
を
生
せ
し
む 

る
原
因
は
頗
る
多
く
、
吾
人
の
略
叙
せ
し
も
の
、
み
に 

て
十
以
上
を
數
ふ
る
を
以
て
、
價
値
峙
差
の
高
低
を
定 

む
る
事
情
の
組
合
は
殆
ん
ど
數
ふ
る
遑
な
き
程
多
數
に 

上
る
も
の
な
b

w
云
ふ
を
妨
げ
す
。
さ
れV」

假
ゥ
に
甲 

こ
二
人
に
就
き
極
端
な
る
場
合
を
想
像
し
て
、
上
記
十 

_一
個
の
事
情
を
左
の
如
く
組
合
す
る
こ
と
を
得
可
し
。

原
因
の
種
別 

所
得
の
大
小 

所
得
内
容
の
性
質 

將
來
の
所
得 

所
得
の
確
K
性 

年
齡

事
情 

大貨
幣
又
は
米

诚確
實

壯
年

r
値
時
差 

低 低 低 低 低

■

$

惯
値
時
差 

小 

高 

石

材

高

僧 

古问

不
確
定
高 

老

年

高

博 家 智 習 氣 體 職  
愛
心 族 譏 ® 質 質 業

安
全

强
健

悪
習
な
し 

有
識
あ
リ

有深

饱 低 低 低 低 低 低

危
陔 

貧
弱 

進
取
的 

惡
对
あ
り 

無
智 

無 0

高 尚 高 商 ® 1W

踪
合 

低 

高 

若
し
斯
く
の
如
き
事
情
の
下
に
生
存
せ
る
甲
乙
二
人 

の

者

あ

せ

ば

、
甲
の
價
値
時
差
が
こ
に
比
し
て
遙 

か
に
低
か
る
可
き
は
想
像
す
る
に
難
か
ら
ず
。
假
6
に
、
 

數
字
を
以
て
其
等
差
を
示
すV
J

せ
ば
、
甲
の
價
値
時
差 

が

一

ヶ

年

二

分

せ

ば

、
乙
の
率
は
四
割
五
割
又
は
十 

割
に
も
上
る
可
し
。
勿
論
、
實
際
社
會
に
於
て
は
、
此 

兩
者
の
孰
れ
に
も
相
當
す
る
事
情
を
有
せ
る
者
は

一人
 

も
無
く
し
て
、
皆
な
此
中
間
に
位
せ
b

tf
看
做
す
を
至 

當
と
す
。
而
し
て
谷
個
人
の
事
情
の
組
合
が
甲
の
事
情
.
 

の
組
合
に
近
け
れ
ば
近
き
に
從
ひ
て
其
の
價
値
時
差
低 

く
、
こ
の
事
情
の
組
合
に
類
似
す
れ
ば
を
れ
丈
け
價
値 

笫

十

二

卷(
一

七
四
三)

雜

錄
經
濟
僙
值
勘

時
差
高
し
。
而
し
て
各
個
人
が一

定
の
時
に
^

て
有
す 

る
價
値
時
差
は
上
記
事
情
の
組
合
せ
に
依
り
て
定
ま
る 

も
の
な
る
が
、
其
組
合
は
人
に
依
り
千
差
萬
別
な
る
の 

み
な
ら
す
各
事
情
に
在
り
て
も
皆
な
其
の
程
度
を
異
に 

す
る
は
勿
論
な
る
を
以
て
、

一
定
の
時
に
於
け
る一

社 

會
の
各
員
の
有
す
る
價
値
時
差
皆
な
其
の
程
度
を
異
に 

す

る

は

明

か

な

-
^
。

經

濟

漬

値

論

(
1
1
)

野
村
兼
太
郧

以

下P
h
y
s
i
o
k
r
a
t
s

以
後
の
價
値
論
を
論
す
る
に
當 

つ
て
、
從
來
の
如
き
歷
史
的
叙
述
の
煩
を
避
け
た
い
と 

思
ふ
。
例

へ

ばR
o
u
s
s
e
a
u
,

 

M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u

等
が
盛
に 

自
然
主
義
を
唱
へ
た
當
時
の
佛
蘭
西
の
社
會
を
脊
景VJ 

せ

る

P
h
y
s
i
o
k
r
a
t
s

の
價
値
論
。
英
國
に
於
け
る
產
業 

第
十11嫌

，

1
0九

，



罕

ニ

費

(
I

七
四
四)

雜

錨

0
S
S

界
の
大
變
動
と
正
統
學
派
の
價
値
論
。
殊

に

衣

§

を 

の
か
の
抽
象
的
な
る
議
論
が
意
外
に
も
常
時
の
實
際
社 

會
に
決
し
て
緣
遠
い
も
の
で
な
く
却
つ
て
密
接
な
る
關 

係
あ
る
乙
と
等
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
す
で
に
極
め
て
興 

味
の
多
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
佘
が
今
ま
で
歴
史
的
叙 

述
を
な
し
來
つ
た
一
つ
の
理
由
は
、
其
經
濟
價
値
論
ビ 

雖
も
常
に
當
時
の
社
會
思
潮
を
背
景
に
持
て
る
こ
と
を 

明
か
に
し
たS

が
た
め
で
あ
つ
た
。
從
來
述
べ
來
つ
た| 

所
は
極
め
て
疎
雜
不
完
全
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
略
々
一 

其
目
的
を
達
し
得
た
ビ
思
ふ
か
ら
最
早
乙
れ
以
上
に
歷I 

史
的
叙
述
を
す
る
の
は
不
必
要
で
あ
る
。
其

の

上

以

下I 

價
値
論
を
論
じ
て
ゆ
く
必
然
の
過
程
^
し
て
、
隨
時
に
一 

是
等
の
人
々
の
說
く
所
に
觸
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
\ 

從
つ
て
改
め
て
個
々
谷
人
に
就
て
其
價
値
論
を
說
く
必 

要
を
見
な
い
。

前
節
以
前
に
於
て
說
き
來
つ
た
所
に
依
つ
て
も
略

 々

明
か
で
あ
る
や
う
に
、
價
値
論
に
は
大
體
二
種
の
異
な

第

十

一

一

敏一

1
0

つ
た
傾
向
が
あ
る
。
即
ち
價
値
を
認
む
る
主
體
を
基
本 

ビ
す
る
主
觀
的
價
値
論y

i
、

認
め
ら
る
、
客
體
を
基
本 

と
す
る
客
觀
的
價
値
論
と
で
あ
る
。
勿
論
一
槪
に
斯
く 

二
分
す

る
も
の
、
各
々
異
れ
る
論
據
に
依
つ
て
種
々
違 

つ
た
學
說
が
說
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
佘
自
身
の
信
す
る 

價
値
論
を
述
ぶ
る
に
先
立
つ
て
、
特
に
そ
れ
と
最
も
關 

係
あ
る
も
のV

J

し
て
論
じ
た
い
e
思
ふ
も
の
は
、
前
者 

に
あ
つ
て
は
限
界
效
用

G
r
e
n
z
n
u
t
z
e
n

を
論
據
と
す
る 

も
の
、
後
著
に
あ
つ
て
は
人
間
の
勞
働
を
基
と
す
る
所 

謂
勞
働
價
値
說

A
r
b
e
i
t
s
w
e
r
t
t
h
e
o
r
i
e

で
あ
る
。
以
下 

先
づ
勞
働
價
値
說
S
は
如
何
な
る
も
の
か
に
就
て
先
學 

の
述
ぶ
る
所
を
見
、
更
に
進
ん
で
勞
働
そ
の
も
の
が
價 

値
に
對
し
て
如
何
な
る
關
係
を
有
す
る
か
に
就
て
少
し 

く
佘
の
考
ふ
る
所
を
述
べ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

勞
働
價
値
論W

は
如
何
な
る
も
の
を
云
ふ
か
？

勞
働
を
基
ど
す
る
客
觀
的
價
値
論
は
す
で
に
？
111.
0
_ 

k
r
a
t
s

の
中
心
人
物
/2
る

FranlJOIS 

Q
y
i
a
y

の
學
說

の
內
に
も
こ
れ
を
見
る
こ
^
が
出
來
る
。
勿
論
彼
の
主 

張
す
る
と
こ
ろ
は
そ
の
生
產
的
勞
働
の
意
義
極
め
て
狹 

く
、
明
か
に
是
を
勞
働
價
値
說
で
あ
るW

云
ふ
こ
と
は 

出
來
な
い
。
併
し
乍
ら
其
價
値
說
の
根
本
に
勞
働
を
以 

つ
て
し
て
居
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
彼
の
一
派
が
重 

農
主
義
若
し
く
は
天
則
主
義
と
呼
ば
れ
る
や
ぅ
に
、
 

彼
はr 

c
*
e
s

rr

一a
rrJ

-
a
v
a
i
l

 

a
c 

O
U
I
t
l
v
a
t
e
c
r

 

q
u
i

 

a
v
a
l

 

a
n
e
a
-

 

Ilti-es, 

3
W

K

rDJ
l
c
o
r
e

 

c
c
l
k
s

 

q

u

p

n

e

p

n

u

s

s

n)
n

t
rt
-

o

p

sfr
w 

a
u
t
r
e
s

 

c
o

n
s

o
m

m

sut
c
u
r
s
.

 

A
u

 

c
o
n
t
r
a
l
r
e
,

? r
?
P
<
P
J

一
 

d
e

「
a
r
t
i
s
a
n

 

n
e

c
i p

l
.
o
c
u
r
e

 

q
u
c
n 

d
r
o
i
t

 

d
e

 

p
a
r
t
i
c
i
p
>
e
r

 

a

 

l
a

 

c
o
l
l
s
o
m
m
a
t
l
o
n

 

c
l
e
s

 

s
u

c rs
l
s
t
a
n
c
e
s

 

q
u
i

 

r
e
n
a
i
s
s
e
n
t

 

p
a
r

 

l
e

r+r
a
v
a
l
l

Q -
c 

c
u
l
t
i
v
a
t
e
u
r
.

 

2 

ど
主
張
し
て
、
其
價
値
あ
る
富

r

o -h
e
s
s
e
s

の
生
產
は

一
 

に
農
業
鑛
業
等
の
勞
働
者
に
限
るV

J

し
た
。

Q
u

e
s

n
a

y

以

下

の

P
h
y
s
i
o
k
r
a
t
s

は
大
略
彼
の
學
說 

を
繼
承
す
る
者
で
あ
る
か
ら
其
價
値
論
を
見
る
の
必
耍 

第

十
二

春(
一

七
四
五)

雜

雄

i

f

f

s

は
な
い
。
勿

論

か

の

G
o

u
r

n
a

y

の
如
き
其
生
產
的
勞 

働
を
多
少
廣
義
に
取
れ
る
者
も
な
い
で
は
な
い
が
、
未 

だ
其
色
彩
の
明
白
な
も
の
で
あ
る
S
は
云
へ
な
い
。
P
h
y
s
i
o
k
r
a
t
s

の
影
響
を
受
け
た
が
更
に
一
層
の
貢
獻 

を
經
濟
學
に
與
へ
た
>

.

3
 

S
m

i
t

h

は
を
の
說
く
と
こ
' 

ろ
未
だ
純
然
た
る
勞
働
價
値
論
と
は
云
へ
な
い
が
、
次 

に
引
用
す
る
二
三
の
言
葉
を
以
て
し
て
も
、
彼
が
勞
働 

に
價
値
の
根
據
を
置
い
て
居
る
こ
は
明
か
で
あ
る
。

 ̂T
h
e

 

v
a
l
u
e

 

o
f

 

a
n
y

 

c
o
m
m
o
d
i
t
y
,

 

t
h
e
r
e
f
o
r
e
,

 

t
o

 

t
h
e

 

p
e
r
s
o
n

 

w
l
i
o

 

p
o
s
s
e
s
s
e
s

 

it
, 

w
h

o

 

m
e
a
n
s

 

n
o
t
;

 

t
o

 

u
s
e

 

o
l
.
c
o
n
s
u
m
e

 

l
rrh

i
m
s
e
l
f
,

c r
u
t
;rt
-
o
 

e
x
c
h
a
.
n
g
e

 

i
r+l

o
r

 

o
t
h
e
r

 

c
o
m
m
o
d
i
t
i
e
s
,

 

i
s

 

e
q
u
a
l

 

?
0 

q
u
a
n
t
i
t
y

 

o
i

 

l
a
b
o
u
r

 

w
h
i
c
h

 

it: 

e
n
a
b
l
e
s

 

h
i
m

 

t
o

 

p
u
r
c
h
a
s
e

 

o
r

 

c
o
m
m
a
n
d
.

 

L
a
b
o
u
r
,

 

t
h
e
r
e
f
o
r
e
,

 

K

【

t r
fD
!-
i
n>
PJ
J 

3
rD
p
Ln
c
r
e 

o
f

 

t
h
e

 

e
x
c
h
a
n
g
e
a
b
l
e

 

v
a
l
u
e

 

o
t

 

a
l
l

 

c
o
m
m
o
D
l
t
i
e
s
>

C2

或
ひ
は
"

r 

T
h

e

 

r
e
a
l

 

v
a
l
u
e

 

o
f

 

a
l
l

 

t
h
e

 

d
i
f
f
e
r
e
n
t

 

c
o
m
p
o
n
e
n
t
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第

十

二

命(
一

七四六

)

嫌
錄
経
濟
覆
敏

parts 

of f>n,ce, 
^
 

s
c
s
t b

e

 

ODServed, 
5
 

m
e
a
s
u
r
e
d

 

cr
v tlie 

quantity 

of labour 

wliicli

?
e
y can, 

eac
h

 

oi 

Ts
c
r
c
h
a
s
e

 

or c
o
m
m
a
n
d
.

 

L
a
b
o
u
r

 

measu
r
e
s

 

die 

value 

not; 
only 

o
f

rt
-
h
arrfjar

rt-
o
f

 f>rice 

w
h
i
c
h

 

resolve

しitself 

into 
laDocr, 

but: 

of 

that: 

wliicli( 

resolves 

itself into 
rent, 

a
n
d

 

of 

that; 

whicli 

r
e
s
?
) 

Ives 

itsdf into 

p>rofit、
3

 
| 

其
外
彼
の
大
著
r We

a
l
t
h

 
of N

a
t
i
o
n
s
-

に

現

れ

たj 

る
他
の
言
を
以
つ
て
す
る
も
是
を
證
す
る
に
足
る

。

| 

S
m
i
t
h

が
勞
働
ど
價
値
と
の
關
係
を
更
に

j

層
强
め
、一
 

た
者

はo
a
v
i
d

 

R
i
c
a
r
d
o

で
あ
る
。

r I
n

?
f5s

r
l
y

 

stages 

of 

w
oG.
e
t
y
,
け
ブ
n>g

x
c
h
a
n
g
e
-

 

a
cr
I
e value 

o
f

 

tlsse 

c
o
m
m
o
d
i
t
i
e
s
,

 

o
r

 

t;he 

rule 

w
h
i
d
i

 

determines 

l
i
o
w 

m
t-
c
l
l ot 

0

3

0crh
a
l
l

cr
e 

crq
i
v
e
l
l

5*e
x
c
h
a
n
g
e

o1
1-
!another, 

d
e
f
e
n
d
s

£L
3
0
5r+ 

exclusively o
n

r-
f
-
h
e

 c
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e

 

acalltitv 

o
f

»——a
b
o
u
r

 

exflerded 

o
n

 

e
a
c
l
v
w

第

十

二

敢

一

ニJ

勿
論
彼
も S

m
i
t
h

 

と
同
じ
く (

二n

 

the early 

stages 

cf 

society、

と
云
つ
て
居
る
が
、
其
の
論
ず
る
所
は 

S
m
i
t
h

の
說
ょ
ぅ
も
更
に
明
白
に
勞
働
が
價
値
の
根
源 

た
るr

J
V
J

を
述
べ
て
居
る
。

c/
m
lrt
-
h 
も 

 ̂In 

that; 

early 

a
n
d

 

rude 

state 

of 

society 

ミ J〕Joh 

p
r
e
c
e
d
e
s

crotll 

the 

a
ccumulation 

of 

stock 

(

こ
の 

stock 

は 

capkal 

の
意
农)

a
n
d

 

the 

appropriation 

o
f

pr
n

d

t

sに
於
て
は
、
勞
働
の
分
量 

が
價
値
剑
斷
の
基
本
と
な
る
乙
ど
を
論
じ
て
居
る
。

併
し
乍
ら
何
れ
に
し
て
も
彼
等
が
價
値
の
根
本
に
勞 

働
を
認
め
て
居
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
更
に
生
産
費 

說

を

主

張

す

る

⑺
■ Mi

l
l

も
其
價
値
の
根
本
に
於
て 

は
同
じ
く
勞
働
を
以
つ
て
し
て
居
る
。
即
ち
彼
は
生
產 

费
を
分
析
し
て
日
く
、

公 W
h
a
t

 

the 

production 

o
f a 

thing 

o
o
^
w
r+
o its 

IDro

CLucer, 
or 

its 

series of producers, 

is 

t;he 

layout- 

e
x
p
e
n
d
e
d

 

in 
p
r
o
d
u
c
i
n
g

r
;
J<t
>

而
し
て
其
結
論
に
、

.̂lile 

v
a
l
u
e

 

oi 

c
o
m
m
o
Q
i
t
i
e
s
,

 

therefore, 

d
e
f
e
n
d
s

 

p
r
r
o
l
p
a
l
l
y

 

o
n

 

t
h
e

 

q
u
a
n
t
i
t
y

 o
i

Kr
cr
o
u
r
 

r
e
q
u
i
r
e
d

 

ior 

their 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 ;
I
n
c
l
u
d
i
n
g

 

5 

け
-
g
a
s 

ot PH
.Odu 

丨 

c
t
i
o
n
,

l-
t
-r r

pr-
t

o
£ o

o
n
v
e
y
a
n
c
e

 

to 

m
fu
r
k
r
t
t
.

c;
w

勿
論
彼
は
更
に
注
產
費
の
分
析
を
續
け
て
、
其

要

素\ 

を
一
定
に
し
て
普
遍constant 

a
n
d

 

universal

な

も

の

j 

臨

時

的occasional

な
も
の
ビ
に
分
け
て
論
じ
て
は
W 

居
る
が
、
生
産
費
說
た
る
彼
の
客
觀
的
價
値
論
の
ft
値

\ 

決

定

の一

要
素V

J

し
て
勞
働
をI

I

め
て
居
る
こV

J

は

疑

j 

な
ぃ
。

以
上
述
べ
て
來
た
英
國
正
統
學
派
の
勞
働
價
値
論 

(
M
m

は
生
產
费
說
な
れ
ば
是
を
除
く)

は
未
だ
徹
底
的
一 

に
勞
働
I:
價
値
の
唯一

の
源
ど
し
て
居
な
い
。
最
も
徹 

底
的
に
勞
働
價
値
論
を
稱
へ
た
者
は
か
のK

a
r
l

 

M
a
r
x

 

で
あ
る
。
佘
はこ

/'

に

M
a
r
x

の
價
値
論
を
充
分
に
批 

剑
す
る
餘
裕
も
無
く
且
つ
充
分
な
る
準
榴
を
欠
い
て
居 

第

十

二

卷(
L

七
西
七)

雜
錄
鹿
嚙
僙
瘡

.:
l
a

る
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。M

a
r
x

を
充
分
に
理
解
す 

る
た
め
に
は
少
ぐ
と
も
彼
の
名
著
7 Da

s

 

Ka
p
i
t
a

て
-を 

熟
讀
す
る
必
要
が
あ
る
。
併
し
乍
ら
今
は
次
に
？..？
用
す 

る
彼
の
言
葉
を
以
つ
て
す
る
も
彼
の
價
値
論
の
大
略
を 

观
ひ
得
る
と
信
す
る
。

勞
働
憤
値
論
と
一
槪
に
云
ふ
け
れV」

も

M
a
r
x

の
價 

値
論Vi 

R
i
c
a
r
d
o

の
を
れ
ど
は
甚
だ
甘
：ハ
趣
を
異
に
し
て 

居
る
。M

a
r
x

は

R
i
c
a
r
d
o

ょ
6
も
觅
に
純
粹
に
勞
働 

即
ち
價
値
な0

V
J

云
ふ
立
場
に
立
ち
、
是
を
擴
張
し
て 

か
の
膨
大
な「

資
本
論」

を
樹
立
し
/2
。
彼
は
其
の
第
一 

版
の
序
文
に
於
て
價
値
問
題
に
關
し
て
日
く
、

5 Di
e

 

W
e
r
t
h
f
o
r
m
,

 

deren 

fertige 

Gestalt: 

die 

Gel 

d
I
o
r
3
,

D?
r+
cn
osr
J
.
 Inllaltslos 

u
n
d

 

e
m
f
a
c
h
s

e
云
ひ
、
併
も
ニ
千
年
來
學
者
が
價
値
問
題
の
解
決 

に
苦
し
む
所
以
を
述
べ
て
、

X W
t
i
l

 

der 

ausgebildete 

K
o
r
p
e
r

 

leicl\ter 

N
u 

studien 

ist 

a
l
s

st
e Kortjerzelle. 

B
tt
l 

a
o
w
.

>
S
J
y
g
g

第

十

二

敏

ニ

ー

ー

ー
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七
四
八

)

嫌

雄

耗
濟
值
值
餘

d
rt
r okononllschcn 

r
o
r
m
e
n

 

k
w
s
n 

wusserd

nl
彐 

w
fD
d
n)
!
* 

das 
iVlikroskop 

d
s
n
e
n
,

 

nocll 

chermsche 

R
e
a
g
e
l
t

 

tien. 

D
i
e

 
A

crstraktlonskrait 

m
u
s
s

 

beide 

ersetNen. 

Fiir 

d
i
e

criirgerliche 

cesellscnaft 

ist 

aber 

che 

W
a
r
r
e
n
f
o
r
m

 des A
r
b
e
U
s
p
r
o
d
u
k
t
s

 o
d
e
r

 die wel.thfo- 

\ 

r
m

 

der 

W
a
a
r
e

 

die 
o
k
o
n
o
m
i
s
c
h
e

 

z
e
l
l
e
n
f
o
r
m
b

 

即

ち

價
値
問
題
は
經
濟
學
上
に
於
け
る
細
胞
の
研
究 

で
あ
つ
て
、
而
も
是
を
硏
究
す
る
方
法
と
し
て
は
唯
抽 

象
的
力
ょ
b
外
に
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
其

硏

究

に

非j 

常
な
困
難
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。斯
く
て
彼
は
其「

資

本\ 

論」

第
一
卷
に
於
て
生
産
過
程
に
於
け
る
資
本
生
産
を
一 

批

判

し

、
價
値
問
題
に
論
及
し
交
換
價
値H

a
u
s
c
h
w
e
r
t
h

 

| 

と
使
用
賈
JtG

t
b
3
u
c
h
s
w
e
r
t
h

と
を
認
め
、

M
i
i惯

|

値V
J

勞
働
ど
の
關
係」

就
て
日
く
、

c 

M
s 

ist; 

a
l
s
o

 

n
u
r

 

d
a
s

 

Q
u

a
n

t
u

m

crq
e
s
e
l
s
c
h
a
t
j
i
d
l

 

n
o
t
h
w
e
n
d
i
g
e
r

 

A
r
b
e
i
t

 

o
d
e
r

 

d
i

e

N
u
r 

H
e
r
s
t
e
l
l
u
n

tfQ

 

e
i
n
e
s

 

G
e
b
r
a
u
c
h
s
w
e
r
t
h
s

 

g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h

 

n
o
t
h
w
e
n
d
i
g
e

驀

十

二

雄

一
1

四

>rbeltszelt, 

w
e
o
I
l
e

 

seine 

wertll

afq
r
o
s
s
e

crestlmmt. 

b
i
e
 

emzelne 

W
a
a
r
e

 

gilt; 

hier 

uberliaup>t 

als 

t c
_
.
n
l 

hschnitts

fD-xemplar ihrer Art. 

vVaaren, 

w
o
r
m

 

golcll 

grosse 

Arbeitsquanta 

entlialten 

sind, 

ode
r

 

s
e 
5 

d
e
p
e
l

cren 

ArbeitsNeit 

hergestellt 

w
e
r
d
e
n

 

konnen, 

h
a
b
e
n

 

d
a
h
e
r 

dieselbe 

VVerthgrosse. 

D
e
r

 

W
e
r
t
h

 

einer 

W
a
a
r
e

 

ver
h

sullt 

sich z
u
m

 

vVerth jeder a
ndren 

w
a
a
r
e
.

 wie 

d
i
e

N
u
r
 

P
r
o
d
u
k
t
i
o
n 

der 

e
m
e
n

 

n
o
t
w
e
n
- 

digen 

Arbeitszeit 

N
u
d
e
r
f
u
r

 

die 

Production 

a
ndren 

n
c
t
w
e
n
d
i
g
e
n

 

Arbeitszeit. 、 A
1S 

W
e
r
t
h
e

 

sind 

alle 

W
a
a
r
e
n

 

n
u
r

 

b
estimmte 

M
a
s
s
e

 

lestgeronnener 

Arbeitszeit.、
)

(s
)

績
い
て
彼
は
財
に
於
て
表
現
3
れ
72
ニ
重
の
性
質
に 

就
て
論
じ
て
日
く
、

s Alle 

Arbeit 

i
srTeinerseits v

e
r
a
u
s
g
a
b
u
n

OQm
e
n
s
， 

chlicher 
Arbcitskraft i

m

 

physiologischen 

Sinn 

u
n
d

 

in 

dieser* 

E
i

yQenschaft 

gleicher 

msschliche.r 

o
d
e
r

a
b
s
t
r
a
k
t

 

m
e
n
s
c
h
l
i
c
h
e
r

 

A
r
b
e
i
t

 

b
i
l
d
e
t

 

s
i
e

 

d
e
n

 

w
a
i
r
e
*

 

s
w
e
r
t
l
l
.

 

A
l
l
e

 

A
r
b
e
l

pr

K -
け 

p
sc u
n
nl
r
s
e
l
t
s 

v
e
r
a
u
s

cfq
a
b
u
n

crQ

 

m
e
n
s
c
l
i
H
c
h
e
r

 

A

o *e
l
t
s
k
l
"
a
t
t

 

m

c re
s
o
n
d
r
e
r

N

w

e

c

k
cr
e
- 

s
t
i
m
m
t
e
r

 

F
o

r
m

 

u
n
d

 

m

 

d
i
e
s
e
r

 

E
i
g
e
n
s
c
h
a
f
t

 

k
o
l
l
k
r
e
t
e
r

 

n
i
i
N
l
l
c
l
l
e
r

 

A
r
b
e
i
t

 

p
r
o
d
u
c
i
r
t

 

s
i
e

 

G
e
b
r
a
u
c
n
s
w
e
r
-

t
h
e

、
(9
)

彼
は
此
の
勞
働
憤
値
論
ょ
り
進
ん
で
彼
自
身
の
餘
剩 

偎
値
論
i

_
即
ち
費
し
た
^
値
ど
そ
れ
ょ
6
大
な
る
新 

し
く
形
成
さ
れ
た
價
値
S
の
差
を
餘
剩
價
値
と
な
し
、
 

こ
れ
を
生
す
る
は
唯
勞
働
に
依
つ
て
の
み
な
3
れ
る
。
 

丨——

を
說S

て
居
る
。
併
し
今
は 

M
a
r
x

 

の
餘
剩
憎
値 

論
の
正
否
を
檢
し
や
ぅ
？K

ふ
の
で
は
な
い
。
彼
が
其 

餘
剩
價
値
は
流
通
行
程
に
於
て
生
す
る
も
の
で
な
い
が 

其
範
圍
以
外
に
生
す
る
も
の
で
な
い
と
し
た
矛
盾
を
攻 

擧
し

や

ぅ

と
す
る
の
で
も
な
い
。
唯

彼

がgeselschaf- 

tlich 

notwendierer 

Arbeit 

若

し

く

は 

Arbeitszeit 
を 

基
.礎
と
し
て
其
の
價
値
論
I：
建

設

し

た

こ

€
?:
明

か

に 

第
t

暴

へ

一
七
！；！

九)

0

II
'

H

す

れ

ば

足

り
る
。
§

以
上
說
明
し
て
來
た
こ
と
に
依
っ
て
大
略
勞
働
惯
値 

論
の
何
も
の
で
あ
る
か
ぐ
解
っ
た
ど
思
ふ
。
現
今
に
於 

て
は
殆
ど
此
の
勞
働
惯
値
論
を
信
ず
る
莕
は
な
い
。
余 

\

ビ
雖
も
勞
働
價
値
論
の
全
部
を
是
認
す
る
者
で
は
な 

\

い
。
殊

に

M
a
r
x

の
如
く
勞
働
即
價
値
を
稱
ふ
る
こ
と 

|

は
全
然
反
對
で
は
あ
る
♦か
、
今
日
主
觀
派
の
諸
學
漭
♦か 

說
く
如
く
全
く
誤
謬
ビ
し
て
棄
て
、
し
も
う
べ
き
で
あ 

|

ら
う
か
。
冠
履
顚
倒
の
論
な
し
て
破
棄
す
べ
き
で 

あ
ら
う
か
。
以
上
述
べ
た
諸
學
者
の
說
は
全
然
誤
で
あ 

j

ら
う
か
。
價
値
判
斷
の
根
本
に
勞
働
を
筒
け
る
價
値
論 

\

は
何
等
の
眞
理
を
も
合
ん
で
居
なS

の
か
。
佘
は
直
ち 

一
に
是
を
肯
定
し
得
な
い
若
で
あ
る
。
價
値
そ
の
も
の
、 

根
本
を
穽
慇
す
る
時
に
、
そ
こ
に
眞
理
の
一
面
を
認
め 

る
。
こ
、
に
於
て
議
論
は
第
二
の
問
題
に
移
る
。

勞
働
は
如
何
な
る
點
に
於
て
價
値
論
の
根
底
に
觸
れ 

る

か

？

f
 
V

i
 

一
 

一

五
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|
七
玄
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.雑

0 

_兹

濟

選

繭

0 
一
、

/ouesnay: 

I Dialogue sur 】es Travaux des Artisans.

(

前
掲I

c
a
u
l
p

の
著
®

1

ニ
四
頁
ょ
り
引
用〕

註

ニ
、Ada

日 Smith 

The Wealth 

of N
a
t
i
o
n
A
E
C
O
a
o
m
i
c

 

clpssics. ed.

o-
y Ashlevo

?30_

註
三
、

同
上p. 

47.

註

四
、Ricardo : —

political 

Economy.(cd. 

b
y

 

C
o
n
n
e
r

しP. 7
. 

註
玉
、

S
mith 

: 

?. W
.

 

p 

N
.

 

F. 

p

註
六
、J. S. 

s
i
l
l
:

1 Principles of Political 

E
c
o
n
o
m
y
,

 (ed.

=r
y Ashley) PP. 45718,

註
七
、M

a
r
l

ョ 
p
p 
"
 
I
o
a
g Kapital. 

FUufte 

AuHage. 

s.
V. 

f.

註
八
、

同

上

s. 

6.

註
九
、

同

上

S
.

こ
.

註
一
〇
、

s
a
r
x

に
關
し
て
|1
福
田
博
士
の
諸
著
、「
績
經
濟
學
趼
究」 

「

勞
働
綷
濟
講
話」

等
に
貧
ふ
所
多
し
。

四

佘
は
今
勞
働V

J

價
値
と
の
關
係
を
述
ぶ
る
に
先
立
つ 

て
、
福
田
博
士
が
其
の
著「

勞
働
經
濟
講
話」

に
於
て 

M
a
r
x

の
價
値
諭
を
批
評
せ
ら
れ
冠
履
顚
倒
の
論
な
り 

V
J

せ
ら
れ
た
一
節
を
引
用
し
た
い
。

「

若
し
勞
働
の
分
量
が
價
値
を
定
む
と
云
ふ
の
が
正

第
十
1

】

技

1
H

ハ

し
い
な
ら
、
其
ど
同
じ
く
支
拂
ひ
犮
る
貨
幣
の
額
即
ち 

價
格
が
物
の
價
値
を
定
むv

j

云
は
ね
ば
な
ら
な

い
の
で 

す
。
其
れ
は
冠
履
顛
倒
で
す
、
物
に
價
値
が
あ
る
か
ら 

貨

幣

の一

定
額
を
價
格
と
し
て
支
拂
ふ
の
，で
、
貨
幣
の 

|
1

定
額
を
支
拂
ふ
か
ら
、
價
値
が
生
ず
る
の
で
あ
b
ま 

せ
ん
。
勞
働
を
費
し
て
生
產
す
る
其
物
に
價
値
が
あ
-
C
N 

ま
す
か
ら
、
我
々
は
之
に
勞
働
を
費
し
、
苦
痛
を
伴
ふ 

|

力
作
を
代
價
^
し
て
支
拂
ふ
こ
^
を
辭
せ
な
い
の
で
あ

一
 

0し
(1

\

此
の
點
ょ
り
見
れ
ば
價
値
は
费
さ
れ
た
る
勞
働
で
な 

\

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
金
鑛
を
採
掘
し
精
練
す
る
の 

™
は
其
勞
働
に
依
つ
て
得
ら
る
、
箬
の
純
金
が
、
金
鑛
ょ 

b
も
價
値
が
大
で
あ
る
S
云
ふ
乙
ど
を
豫
想
す
る
か
ら 

で
あ
る
。
織
工
が
機
を
織
る
の
は
織
ら
れ
て
出
來
た
布 

が
もV

J

の
絲
ょ
り
も
價
値
が
多
いW

云
ふ
乙
S
を
知
つ 

て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
勞
働
が
價
値
の
源
で
は
な 

く
て
、
價
直
が
勞
働
の
源
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
價
値
は

勞
働
に
依
つ
て
创
造
3
れ
る
の
で
あ
る
。
金
鑛
が
幾
ら 

あ
つ
て
も
そ
れ
は
純
免
と
は
違
ふ
。
余
鑛
が
純
金
に
な 

ろ
に
は
如
何
し
て
も
採
精
練
等
の
勞
働
を
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
勿
論
天
然
自
然
に
風
雨
等
の
た
め
に
偶 

然
金
鑛
•か
純
金
に
な
ら
な
い
ど
も
限
ら
な
い
。
併
し
そ 

れ
は
極
め
て
稀
有
の
例
で
あ
る
。
且
つ
さ
う
云
ふ
こVJ 

が
例
外
で
なS

と
す
る
な
ら
純
金
と
云
ふ
自
然
的
價
値 

を
更
に
そ
れ
ょ
6

も
價
値
の
多
い
裝
飾
品
等
の
價
値
に 

す
る
に
は
加
工
等
と
云
ふ
勞
働
を
加
へ
な
け
れ
ば
なら 

な
い
。
即
ち
自
然
も
惯
値
を
增
進
す
る
こ
ど
は
あ
る
が 

を
れ
は
何
等
惽
値
を
增
加
さ
せ
や
う
と
云
ふ
意
思
が
あ 

つ
て
す
る
こV

J

で
は
な
い
。
併
る
に
勞
働
は
惯
値
を
增 

進
さ
せ
や
うV
J

云
ふ
目
的
を
以
つ
て
價
値
を
增
進
さ
せ 

る
の
で
あ
る
。
而
し
て
前
若
の
價
値
ビ
後
者
の
價
値
と 

は
常
に
異
な
つ
て
居
る
。
絲
ど
し
て
の
價
値
は
性
質
上 

布V
J

し
て
の
價
値
と
は
全
く
異
な
つ
て
居
て
、
絲
は
こ 

れ
に
織
るV

J

云
ふ
勞
働
の
加
ら
ざ
る
限
-
布̂V

J

な
り
得

霣
十
ニ
« 

(

ー
七
五
ニ 

0 

M 

£

«

s

な
い
。
佘
は
こ
、
に
於
て
佛
蘭
西
の
哲
人
田
3
エBerg

son 

の
言
葉
を
想
起
す
る
。

へへ
i o
c
n)
a
rt
w 

c
h
o
s
e
s

 

n
o
u
v
e
l
l
e
s

 

j
s
u
i
s
s
e
n
t

 

s

p*j
o
u
t
e
r

 
a
u
x

 

c
l
i
o
s
e
s

 

q
u
i

 

e
x
i
s
t
e
n
t
,

 

n
fD
p r

rD
WJ
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JU
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u5
c
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a .
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W
P
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W 

a
u
c
u
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d
o
u
t
e
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【J
u
i
s
q
u
e

 

l
a

 

c
h
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e

 

r
^
s
u
l
t
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a
c
n
e 

s
o
l
i
d
i
u
c
a
t
i
o
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o
f
i
e
r
e
e

 

で ar

 

n
o
t
r
e

 

e
n
t
e
n
d
e
m
e
n
t
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n>
rT
^
c
i
l 

3
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a

 

j
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a
i
s

 

d
p
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t
r
e
s

 

c
h
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s
e
s

 

q
u
e

 

c
e
l
l
e
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q
u
e

 

r
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n
d
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n
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f
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o
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o
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o
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q
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e
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d
e

 

n
o
u
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u
a
n
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agir 
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o
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m
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q
u
e
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n
t
? 

n
d
e
m
e
n
t
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c
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o
m
e
n
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Q
r
t
n
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B
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i(2

我
々
が
絲
を
布V

J

し
布
を
著
物
に
し
て
行
く
一 

切
の 

過程に

於
て
、
絲
、布
、
荖
物
、等
が
忽
焉
と
し
て
生
じ
た 

の
で
は
な
い
。
絲
か
ら
葙
、布
か
ら
著
物
と
生
産
さ
れ
て 

第
十
1

S 

ニ

七
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C i

七
五
5

蘑

織

0

S

S

行
く
間
に
は
、
時
間
と
云
ふ
觀
念
の
下
に
新
な
る
價
値 

が
创
造
3
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
新
な
る
價
値
の
創 

造
換
言
す
れ
ば
ょ
り
高
き
價
値
の
创
造
は
あ
る
目
的 

Z
w

e
c

k

 

V」

豫
想
す
る
。
あ

る
s

g

を
豫
想
す
る
。

而 

し
て
興
過
稗
の
中
間
に
於
て
靜
止
的
狀
態
ど
な
し
て
眺 

め
た
時
、
を
れ
が
絲
で
あ
b
布
で
あ
り
着
物
で
あ
る
。
 

絲
は
布
に
な
さ
ん
S
し
て
造
ら
れ
、
布
は
着
物
に
な
さ 

ん
が
た
め
に
造
ら
れ
、
着
物
は
人
間
が
之
を
着
て
身
體 

を
保
持
す
る
を
第
一
の
目
的
ど
し
て
造
ら
れ
る
。
人
間 

の
生
存
維
持
。

一
切
の
經
濟
的
活
動
は
先
づ
是
を
目
的 

S
し
，て
始
ま
る
。
又
同
時
に
是
を
前
提
と
し
て
の
み
起 

b
得
る
。
某
督
の
犠
牲
は
宗
敎
上
ょ
6
見
れ
ば
偉
大
な 

る
價
値
が
あ
る
だ
ら
ぅ
。
併
し
經
濟
的
立
場
に
立
て
ば 

何
等
の
偎
値
も
な
い
。
菡
督
が
生
存
し
て
大
工
で
も
し 

て
居
た
ら
經
濟
的
怊
値
に
は
貢
獻
を
し
た
ら
ぅ
。
併
し 

生
存
は
吾
人
が
更
に
ょ
り
高
き
偕
値
に
參
與
す
る
前
提 

に
過
ぎ
な
い
。
故
に
甚
督
の
死
そ
の
も
の
に
は
た
ど
へ

I
^
H
l

雄

.
ニ

<

經
濟
的
價
値
•か
無
く
ビ
も
一
向
差
閊
は
な
い
。
を
こ
に
-
 

は
經
濟
借
値
と
は
全
く
異
な
る
偉
大
な
る
宗
敎
的
價
値 

が
存
す
る
。
併
し
乍
ら
吾
人
が
經
濟
價
値
を
論
す
る
に 

は
先
づ
其
根
底
に
生
存
を
豫
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

j

經
濟
借
値
の
增
進
は
人
間
の
生
活
を
物
質
的
に
改
善
し 

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
經
濟
偎
値
は
常
に
生
存
に
附
隨
す 

る
。

F
i
c
h
t
e

 

は
其
著
 

K
D
e
r

 

g
e
s
c
h
l
o
s
s
n
e

 

H

以nd
e
l
s
s
t
a
a
t、

 

に
云
ふ
。

| 

X 

D
e
r

 

Z
w

e
c

k

 

a
l
l
e
r

 

m
e
n
g
c
h
l
i
c
h
e
n

 

T
h

p lH
g
s
k
e
i
t

 

i
s
t

 

d
e
r

 

l
e
b
e
n

 

z
u

 

k
6
n
n
e
n

 

; 

u
n
d

 

a
u
i

 

s

rc
g
fD
^

o

g】

o -
l
^
o
l
t
:
N
u 

l
b(D
n 

l
l
a

c re
n

 

a
l
l
e
.

 

d
i
e

 

<
0
3 

d
e
r

 

N
a
t
u
r

 

i
n

 

d
a
s

 

L
e
b
e
n

 

一
 

g
e
s
t
e
l
l
t

 

w
c

r
d

e
a

a
n
p 

g
FT
J
o
s
e
n

 

R
e
c
l
l
t
s
a
p
s
p
r
u
c
h
'
s

 

s
生
存
を
主
張
し
て
、

《
J
e
d
e
r

 

w
i
l
l

 

s
o

 

a
n
g
e
n
e
h
m
s

 

l
e
b
e
n
,

 

a
l
s

 

m

o :g
H
c
h

 

••
 

:

:

M
s 

m
u
s
s

 

n
u
r

 

a
n

 

i
h
m

 

s
e
j

c rs
t

 

h
e
g
e
n
,

 

w
e
n
n

 

d
n
o
r

 

u
n
a
n
g
c
n
e
h
m
c
i
*

 

l
e
b
r

 

k
d
l
l

njs
w
e
g
e
s

 

w
u 

I
r
g
e
n
c

e
i
n
e
m

 

a

n

dft
l
m
.
 

一̂

V
J

偷
现
的
歸
趣
を
見
出
し
て
居
る
が
、
出
來
る
限

6
 

の
愉
快
な
生
活
ビ
は
軍
な
る
享
樂
の
世
界
で
は
な
く

 
• 

M

に
大
な
る
怊
値
を
創
造
す
る
努
力
の
生
活
で
あ
る
。

欠 L
t
b
e
n

 

e
n
d

 

I
e
b
:
n

 

l
a
s
s
c
n
r
》

V
J

 

叫
ぶ
は
 

I
d
」
e

 

に
參 

與
せ
 

I
 

と
欲
す
る
 

S
a
l
l
e

 

m
e
n
s
c
s
i
c
h
e

 

T
M
t
i
g
k
e
i
t
.
3

の
根
木
的
要
求
で
あ
る
。
此
の
生
存
の
過
程
に
於
。て
ょ 

6

高
き
文
化

^

値

K
u

r
t

u
r

w
e

r
t

に
到
達
せ
ん
ビ
欲
す

る
努
力
は
經
濟
上
に
於
て
は
勞
働
で
あ
る
。

-
L
a
b
o
u
r

 i
s

 t
h
e

 

p
a
i
n
f
u
l

 

e
x
e
r
t
i
o
n

 

w
h
i
c
h

 

w
e

 

u
n
d
e
r
g
o

 

to 

w
a
r
d

 

o
f
f

 

p
a
i
n
s

 o
f

 

g
r
e
a
t
e
r

 

a
m
o
u
n
t
,

 

o
r

 t
o

 

p
r
o
c
u
r
e

 

p
l
e
a
s
u
r
e
s

 

w
l
i
i
c
l
i

 

l
e
a
v
e

 

a

 

b
a
l
a
n
c
e

 

m

 

o
u
r

 

f
a
v
o
u
r
》

w 

ビ
は
餘
6

に
心
理
的
過
ぎ
た
る
解
释
で
は
あ
る
ま
い 

か
。
苦
痛
を
去
b

快
樂
を
得
ん
-
^
す
る
カ
作
は
艽
根
本 

R

於
て
は
ょ
5

高
き
經
濟
惯
値
に
到
達
せ
ん
ど
す
る
力 

作
で
は
な
い
の
か
。
昨
ビ
す
れ
ば
あ
ろ
個
人
は
一
生
苦 

痛
シ
感
じ
な
が
ら
而
も
彼
は
價
値
增
進
に
多
大
の
貢
獻 

篥

十

ニ

卷(
一

七
五
a

雜

雔

0
0
m
s

を
な
し
て
居
る
i
が
あ
る
。
即
ち
勞
働
と
は
經
濟
價
値 

を
創
造
し
て
行
く
過
程
に
於
け
る
力
、
換
言
す
れ
ば
創 

造
的
の
力
n
r
e

î
v
e 

p
o

w
e

r

で
あ
る
。
從
つ
て
を
れ
が 

精
神
的
で
あ
る
ビ
肉
體
的
で
あ
る
ど
を
問
は
な
い
。
無 

用
煩
雜
な
分
類
は
學
問
上
ょ
り
見
て
も
不
用
で
あ
る
。
 

唯
常
に
ょ
6

高
き
經
濟
價
値
ど
云
ふ
在
外
目
的u

l
t
c
r
i
o
r

 

o
r

 e
x
t
e
r
i
o
r

 

o
b
j
e
c
t

に
到
迷
せ
ん
と
す
る
努
力
で
あ
る
。 

故
に
同
じ
く
讀
書V」

云
ふ
行
爲
で
も
、
讀
書
す
る
と
云 

ふ
こ
ど
を
れ
自
身
が
目
的
で
あ
る
場
合
に
は
勞
働
で
は 

な
い
。
即
ち
在
內
目
的

I
n
t
e
r
i
o
r

 

o
b
j
e
c
t

の
た
め
に
す 

る
も
の
は
遊
戯
で
め
る
。
若
し
讀
書
仑
れ
自
身
が
目
的 

で
な
ぐ
例
へ
ば
他
に
讀
書
す
れ
ば
報
酬
を
與
へ
ら
れ
る 

ビ
云
ふ
が
如
き
目
的
が
あ
る
場
合
に
は
明
か
に
勞
働
、で 

あ
る
。
最
も
適
例
と
し
て
人
の
漸
々
引
用
す
る
も
の
は 

か
の
登
山
者
ど
强
力
、
銃
獵
家
と
獵
帥
等
の
對
象
で
あ 

る
，併
し
乍
ら
此
の
在
外
目
的
は
貨
銀V

J

は
云
へ
な
い
。 

今
日
の
貨
幣
經
濟
時
代
に
あ
つ
て
は
一
見
恰
も
貨
幣
を 

第十二嫌こ九
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十11

卷
、
二七
五四

)

雜錄終濟儇值设

目
的
ビ
し
て
勞
働
す
る
や
ぅ
に
見
え
る
だ
ら
ぅ
。
併
し 

貨
幣
を
得
ん
ビ
す
る
努
力
は
其
貨
幣
に
て
自
己
の
生
活 

を
保
持
し
且
つ
現
在
ょ
b
高
9
文
化
生
活
に
生
き
んVJ 

欲
す
る
が
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。
即
ち
前
に
も
述
べ 

た
如
く
ょ
b
高
き
經
濟
價
値
に
到
迷
せ
んV

J

す
る
の
で
一 

は
な
い
の
か
。
絲
を
布
に
す
る
職
エ
は
た
ど
へ
を
れ
を 

賣
つ
て
貨
幣
を
得
な
く
と
も
彼
の
力
作
は
勞
働
で
あ
つ 

て
游
戯
で
は
な
い
。
苦
し
彼
が
嘥
絲
を
織
る
と
云
ふ
を 

の
こ
と
が
目
的
で
あ
つ
て
布
が
出
來
や
ぅ
が
出
來
ま
い 

が
彼
に
ど
つ
て
何
等
の
關
係
も
な
い
S
し
た
ら
、
を
れ 

は
遊
戯
で
あ
つ
て
勞
働
で
は
な
い
。
强
カ
が
登
山
渚
を 

連
れ
て
行
く
時
は
忪
式
貸
飯
を
得
る
こ
ビ
を
目
的
ど
しj 

て
居
る
や
ぅ
に
見
え
る
が
、
离
實
は
彼
の
生
活
を
維
持j 

し
向
上
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

II
I
樵
が
樹
を
切
る
の
は 

必
す
し
も
是
を
賣
る
た
め
で
は
な
く
、
i
し
そ
れ
を
賣 

ら
な
く
ビ
も
そ
れ
は
明
か
に
勞
働
で
あ
る
。
斯
く
の
如 

き
勞
働
は
現
在
の
如
き
貨
幣
經
濟
時
代
に
あ
つ
て
は
全

第
十
i

1

ニ
0

然
不
問
に
附
し
て
差
閊
な
い
も
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
人
間 

の
經
濟
活
動
は
貨
幣
を
目
的
と
し
貨
幣
に
終
る
ベ

き

も 

の
で
ぁ
ら
ぅ
か
。
佘
は
斯
く
の
如
く
經
濟
學
の
水
'小
線 

を
低
下
す
る
の
必
要
を
見
な
い
。
外
面
的
に
於
て
勞
働 

は
ょ
^
'高

き

文

化

生

活

に

到

^

せ

ん

とする

あ
ら
ゆ
る 

力

作

E
x

e
r

t
i

o
n

で
あ
る
。
內
面
的
に
於
て
勞
働
は
經 

濟
價
値
の
創
造
力
で
あ
る
。

佘
は
斯
ぐ
の
如
き
見
地
x

b
し
て
の
み
、
經
濟V

J

偷 

理
と
の
閼
係
を
安
當
に
說
明
し
、
页
に
雨
客
の
價
値
關 

係
を
明
か
に
な
し
得
る
を
信
す
。
而
し
て
こ
/'に
生
存 

權 Droit 

i

 

r
e
x
i
s
t
e
n
c
e
.

及
び
勞
働
權 

D
r
o
i
t
a
u

 

t
r
a
v
a
i
l

 

の
理
論
的
根
據
を
發
見
し
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
述
べ
來
た
つ
た
と
こ
ろ
に
依
つ
て
、
勞
働
は
經 

濟
惜
値
の
源
泉
で
は
な
い
が
、
文
化
的
生
活K
c
t
u
r

 

L
e

b
e

n

に
於
て
經
濟
價
値
は
常
に
勞
働
に
依
つ
て
创
造 

さ
れ
る
と
云
ふ
こ
ど
が
明
か
に
な
つ
た
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